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tx とする。 

図形Dの xy平面への正射影は、右図 i)のようになる。 

 

図形Dと、平面 )log0( atty ≦≦ との交差部に現れる線分は、 

右図 ii)のようになる。 

 

ty  において、この線分の中心と回転軸までの距離は t であり、 

線分の端点と回転軸までの距離は   22
)()( ttxtr   

題意の回転体の、 ty  における断面は、外径 )(tr 、内径 t のドーナツ型 

である。面積は 

 

 



































2

3

4

1

4

1
)4424(

4

)2(
4

1
2

)()(

2222

2

2

22

tttttttt

tt
tt

eeeeeeee

ee
ee

ttrtS







 

 

求める体積は 
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